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能登半島地震お見舞い 

能登半島地震でお亡くなりになられた方々のご冥福を謹んでお祈りするとともに、

被害に遭われた皆様に心よりお見舞い申し上げます。また、被災地での救助活動・

復旧作業に従事されている方に深く敬意を表します。皆様がいつもの生活に戻られ

ますよう、一日も早い復興をお祈り申し上げます。 

阪神淡路大震災の追悼式典への参加（1/17） 

世界銀行駐日特別代表は、「震災を風化させない-『忘れない』『伝える』『活かす』

『備える』」をテーマとして HAT 神戸で開催された「ひょうご安全の日 1.17 のつ

どい」に参加し、阪神淡路大震災で犠牲となられた方々に哀悼の意を捧げました。 

バンガ総裁来日（1/20～23）・東京大学での公開対談（fireside chat） 

バンガ総裁は就任後初の来日で、岸田総理、鈴木財務大臣、

武見厚生労働大臣と面会した他、世界銀行国会議員連盟（会

長：松本総務大臣）会合への出席、JICA 田中理事長との意見

交換などを行いました。また、未来を担う世代と交流を図

り、世界銀行や開発課題全般への関心醸成を図ることを狙い

として、東京大学で石井菜穂子教授（ダイレクター、グロー

バル・コモンズ・センター。元 GEF（地球環境ファシ

リティ）CEO）との公開対談（右 QR コードから、動画

にアクセス頂けます）に臨むと共に、藤井総長・公共政策大学院飯田院長・未来ビ

ジョン研究センター仲教授と面会しました。 

バンガ総裁：ダボス会議（世界経済フォーラム）への参加 

バンガ総裁は、ダボス会議中に行ったクラウス・シュワブ世

界経済フォーラム創設者・会長との対談で、「格差や気候・

環境といった世界的課題については、短期的な対応から長期

的な解決策へと舵を切る必要がある」と発言しました。 
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後列左から、小島新一八幡製鐵社長、永野重雄富士製鐵社長 

 

UR2024（防災グローバルフォーラム：6/16～21＠兵庫県姫路市） 
世界銀行防災グローバルフォーラム（UR2024）の宿泊予約・

受付が始まりました（参加費無料、詳細は右記QRコー

ドからご確認をお願いします）。 

神戸大学・大学院国際協力研究科（小川啓一教授）で講義（1/30） 
世界銀行駐日特別代表は、神戸大学大学院国際協力研究科（小川啓一教

授）の招きを受け、「Changing landscape of aid and the role of the World 
Bank」と題した講義を行いました。小川先生研究室ゼミ生の皆様

には、本年 6 月、兵庫県姫路市で開催される UR2024（防災グロ

ーバルフォーラム）にご協力頂く予定です。この場を借り、厚く

お礼を申し上げます。 

財務局駐日代表寄稿：世界銀行～自然災害保険への取り組み～ 
世界銀行では、途上国の災害への備えの強化に貢献する一環

として、大災害発生時に発行体である世界銀行から債券取得

者への償還元本が減額され、その減額分を世界銀行から被災国に供与する Cat Bond
（キャット・ボンド。Catastrophe bonds：大災害債券）を発行しています。今般、

有馬財務局駐日代表が、同封の解説記事を保険毎日新聞に寄稿しました。 

東京防災ハブ：日本の知見でベトナムの工業団地強靭化（1/24） 

気候変動の影響などに伴う災害被害にさらされるベトナムの工業団地の強靭化を図

るため、東京防災ハブは、日本の工業団地の事業継続マネジメント（BCM）専門家

と世界銀行本部職員の参加を得て、テレビ会議を通じた知見の共有を図りました。 

世界銀行から貸出を受けたプロジェクト：富士製鐵広畑工場 
1959 年 11 月、2 件の鉄鋼案件（富士製鐵、八幡製鐵）の貸

出が調印されました。このうち、富士製鐵に対しては、兵

庫県姫路市所在の広畑工場（現日本製鐵瀬戸内製鐵所広畑

地区）高炉 1 基転炉分塊に 2,400 万ドルが融資されました。 
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